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児童虐待対応にかかる関係機関の連携に対する意識について
―児童相談所職員アンケート調査から見えてくるもの―
Regarding cooperation between organizations specializing in child abuse
An examination of research questionnaires distributed to the staff of child welfare centers
寅 屋 壽 廣 ＊・髙 井 由起子 ＊＊・西 山 直 子 ＊＊＊
Abstract
The present research was an examination of questionnaires distributed to the staff concerned with
child abuse at all the child welfare centers in A Prefecture. Questions covered what impressions had
been gained in respect of cooperation with municipalities, nursery schools, and kindergartens. If
cooperation had been established, questions were asked about the methods undertaken, and attitudes
towards problems. Then the results of these inquiries were analyzed.
The results indicated that 67.4% of all staff thought that issues were ‘very well dealt with’ or
‘moderately well dealt with’. 4.5% of staff and 3.7% of welfare officials answered that they were ‘not at all
well dealt with’. Over 30% of staff and welfare officials expressed the view that there were problems
relating to cooperation with private kindergartens. ‘Differences of attitude are very pronounced,
depending on the kindergarten.’ ‘Notification doesn’t take place, and parents’ troubles are avoided.’ It
became clear that there were cases where kindergartens were hesitant to provide notification in
connection with guardians.
キーワード：child abuse, child welfare center, cooperation
⚑ 問題提起
2000年⚕月に児童虐待防止法が成立し、児童相談
所をはじめとする関係機関が児童虐待の防止に向け
て種々の取り組みを展開しているにもかかわらず児
童虐待は年々増加し、2018（平成30）年度の児童相
談所での児童虐待対応相談件数は159,850件（速報
値）と過去最多となっている。
また、「子ども虐待による死亡事例等の検証結果
等について（第15次報告）」によると、2017（平成29）
年⚔月⚑日から2018（平成30）年⚓月31日までの⚑
年間に、心中以外の虐待死事例は50例52人で、約⚑
週間に⚑人の割合で児童虐待によって子どもたちが
死亡している。今後の改善策を講じるための「⚔課
題と提言」として、地方公共団体に対して「⚑ 虐
待の発生予防及び早期発見」「⚒ 関係機関の連携
及び適切な引継ぎによる切れ目のない支援」「⚓
転居状況を把握できる仕組みづくりと地方公共団体
での確実な継続支援の実施」「⚔ 児童相談所職員
及び市町村職員による丁寧なリスクアセスメントの
実施と評価」「⚕ 市町村及び児童相談所の相談体
制の強化と職員の資質向上」「⚖ 虐待防止を目的
とした検証の積極的な実施と検証結果の活用」の⚖
項目が挙げられている。
しかし、今回、新たに加わった項目は「⚓ 転居
状況を把握できる仕組みづくりと地方公共団体での
確実な継続支援の実施」のみで、他の課題と提言は
以前からもなされているものであり、一向に虐待に
よる死亡を防ぐことができていないのが現実であ
る。最近、マスコミで大きく取り上げられた事件と
しては、東京都目黒区で2018（平成30）年⚓月に生
じた女児（⚕歳）虐待死事件と千葉県野田市で2019
（平成31）年⚑月に生じた小⚔女児（10歳）虐待死
事件、北海道札幌市で⚖月に生じた⚒歳女児虐待死
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事件がある、目黒区の事件では児童相談所の対応の
まずさと児童相談所同士の連携が、野田市の事件で
も児童相談所及び学校の対応のまずさと連携が、札
幌市の事件では児童相談所の対応のまずさと警察の
判断のまずさが死亡に至らしめたと指摘されてい
る。
これらのことから児童虐待による死亡をなくすと
ともに、児童虐待の防止を図るためには、関係機関
との連携が欠かせないものであると考える。
⚒ 研究目的
本研究は、子ども虐待問題に日々対応する児童相
談所の職員が、子ども虐待の早期発見、早期対応、
予防を図るため、保育、教育、福祉等の関係機関と
の連携に関する課題をどのように認識しているかを
明確にすることを目的とするものである。
児童虐待やマルトリートメントへの対応について
は、各保育、教育、福祉等の機関連携が必要不可欠
であるといえる。このため各現場においてさまざま
な工夫や対応がなされつつある。しかしいまだ、各
関係機関によって、家族や親子関係の問題の捉え方
に温度差が見受けられることや、危機感の感じ方に
差が見られるのも事実である。さらに、これらの結
果から、連携が遅れてしまい重大な事象に発展して
しまうという現実がある。
これまで児童相談所と関係機関等の連携について
はいくつかの研究がある（青栁ら 2017、実方
2014. 2015、柏木ら 2016）。しかし、保育所、幼稚
園を含む各関係機関との連携の質や機能性等、児童
相談所職員がどのように感じているかを調査し、分
析、研究を行ったものは多くあるとは言えないのが
現状である。
また、これらの調査は、児童相談所や市区町村の
職員、保健所や保健センターの職員を対象として実
施されているものの、各関係機関⚑名のみが調査対
象であり、全国の児童相談所の児童相談員を対象と
した調査であっても、各機関当たり⚒名に限定した
調査となっていることから、児童虐待に従事してい
るすべての職員を対象とした悉皆調査とはなってい
ない。
このため、今回、児童相談所職員の意識をアン
ケート調査により把握することとした。
⚓ 研究の視点及び方法
本研究の視点としては、Ａ県内にあるすべての児
童相談所の虐待にかかわっている職員に対して、市
町村、保育所、幼稚園、小学校との連携についてど
のような印象を持ち、工夫していることや、課題と
感じていることについてアンケート調査を実施し、
その結果を分析するものである。
具体的調査方法として、本研究の意図を説明し、
合意が得られた児童相談所に対して、職員数のアン
ケート用紙と回答後に入れる封筒を送付し、職員に
アンケート用紙と封筒を配布してもらい、事務所ご
とで回収、返送してもらう郵送留置き無記名自記式
質問紙調査とした。調査は2018年11月中旬から12月
中旬にかけて実施した。
また質問内容は以下のとおりである。まず、個人
的属性として、職種、性別、現在の職場での勤続年
数を聞いている。さらに以下の質問をした。市町村
窓口、保育所、幼稚園、小学校の関係機関と、（⚑）
それぞれとの連携についてうまくいっていると思う
かどうかとその理由、（⚒）それぞれとの具体的な
連携方法、（⚓）それぞれとの連携がスムーズにい
くために必要なことについて、（⚔）児童虐待通告
をめぐり、通告をためらう、または事実認識の違い
によって事態が深刻化したケースの経験とその問題
点と改善すべき点、（⚕）今後、児童虐待対応を行
うために、連携機関などに望むこと、（⚖）その他、
である。
今回の研究では、市町村窓口、保育所、幼稚園、
小学校の関係機関と、（⚑）それぞれとの連携につ
いてうまくいっていると思うかどうかとその理由、
（⚒）それぞれとの具体的な連携方法、（⚓）それぞ
れとの連携がスムーズにいくために必要なことにつ
いて、ということについて、その結果の考察を行う
こととする。
アンケート調査対象の児童相談所には事前に調査
目的を説明し、調査結果の報告や研究発表を行うに
あたっては固有名詞や個人等が特定される内容とは
しないことについて文書をもって説明し、すべての
対象者から調査協力の同意を得た。また、大阪成蹊
短期大学研究倫理委員会から、承認番号 H30-14、
研究課題「児童相談所及び家庭児童相談室と幼稚
園、保育所、小学校との連携についての調査」とし
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て承認を得て研究を実施している。
なお、調査対象児童相談所は⚖か所で、すべての
児童相談所の協力が得られた。調査票配布対象者は
165名で、配布枚数165に対して回収枚数は110で回
収率は66.7％であった。
また、有意差を把握するため SPSS24を用いてカ
イ二乗検定を行った。統計的有無の水準は⚕％未満
とした。
⚔ 研究結果
（⚑）児童相談所職員について
① 職種について
回答協力者の職種は、表-1 のとおり児童福祉司
などの直接ケースワークに携わる職員が67人
（62.0％）、続いて心理業務に携わっている児童心理
司などが19人（17.6％）で、専門員などの管理監督
職員が17人（15.7％）となっている。
表-1 職種別回答者数
区 分 人数 ％
無回答を
除く％
専門員、課長、副所長、所長 17 15.5 15.7
児童福祉司、相談調査員、支援員、
指導員、推進員等
67 60.9 62.0
児童心理司、心理判定事務 19 17.3 17.6
保健師 3 2.7 2.8
その他 2 1.8 1.9
無回答 2 1.8 ―
合 計 110 100.0 100.0
② 性別について
回答者は表-2 のとおり男性が42人（42.0％）、女
性が58人（58.0％）であり、女性の方が多かった。
表-2 性別回答者数
区 分 人数 ％
無回答を
除く％
男 性 42 38.2 42.0
女 性 58 52.7 58.0
無回答 10 9.1 ―
合 計 110 100.0 100.0
③ 勤続年数について
現在の職場での勤続年数は、表-3 のとおり⚑年
⚖か月未満の者が40人（37.4％）、⚑年⚖か月～⚓
年⚖か月未満の者が39人（36.4％）と、比較的経験
の浅い職員が⚗割以上を占めている。一方、10年以
上が⚗人（6.5％）であった。
児童相談所職員の現在の職場での勤続年数につい
ては、青栁ら（2017）が61.8％の職員が経験年数⚓
年未満という調査結果を発表しているが、関東圏の
児童相談所49か所から各⚑名の職員を対象とした調
査であることから、直接の比較はできないものの、
ほぼ遜色のない結果であると考える。
表-3 現在の職場での勤続年数別回答者数
区 分 人数 ％
無回答を
除く％
⚖か月～⚑年⚖か月未満 40 36.4 37.4
⚑年⚖か月～⚓年⚖か月未満 39 35.5 36.4
⚓年⚖か月～⚕年⚖か月未満 15 13.6 14.0
⚕年⚖か月～10年未満 6 5.5 5.6
10年以上 7 6.4 6.5
無回答 3 2.7 ―
合 計 110 100.0 100.0
④ 年齢について
職員の年齢は、表-4のとおり40～50歳未満の者が
35人（32.4％）と一番多く約⚓分の⚑を占めている。
ついで50歳以上の者が31人（28.7％）であり、40歳
以上のいわゆる中堅以上の職員が⚖割以上を占めて
いることが分かった。
表-4 年齢別回答者数
区 分 人数 ％
無回答を
除く％
20～30歳未満 14 12.7 13.0
30～40歳未満 28 25.5 25.9
40～50歳未満 35 31.8 32.4
50歳以上 31 28.2 28.7
無回答 2 1.8 ―
合 計 110 100.0 100.0
注：四捨五入の関係で合計が100％にならない。
⑤ 職員の性別と勤続年数、年齢との関係について
男性職員と女性職員を現在の職場での勤続年数で
比較すると表-5、表-6のとおり⚑年⚖か月未満で
は、男性職員が14人（14.3％）、女性職員が22人
（22.4％）と若干女性職員の方が多かった。また、
⚓年⚖か月未満では、男性が35人（35.7％）、女性
が37人（37.8％）と女性職員の方が多く、⚓年⚖か
月以上勤務している職員は、男性が⚕人（5.1％）、
女性が21人（21.4％）と女性職員が多く有意差（P
<0.01）が認められた。
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表-5 性別＊勤続年数⚑年⚖か月区切り
区 分 ⚑年⚖か月未満 ⚑年⚖か月以上 合 計
男 性 14(14.3%) 26(26.5%) 40(40.8%)
女 性 22(22.4%) 36(36.7%) 58(59.2%)
合 計 36(36.7%) 62(63.3%) 98(100.0%)
表-6 性別＊勤続年数⚓年⚖か月区切り
区 分 ⚓年⚖か月未満 ⚓年⚖か月以上 合 計
男 性 35(35.7%) 5(5.1%) 40(40.8%)
女 性 37(37.8%) 21(21.4%) 58(59.2%)
合 計 72(73.5%) 26(26.5%) 98(100.0%)
P <0.01
次に40歳未満と40歳以上で比較してみると、40歳
未満は男性16人（16.2％）、女性23人（23.2％）、40
歳以上は男性25人（25.3％）、女性35人（35.4％）
となっている。
表-7 性別＊年齢40歳区切り
区 分 40歳未満 40歳以上 合 計
男 性 16(16.2%) 25(25.3%) 41(41.4%)
女 性 23(23.2%) 35(35.4%) 58(58.6%)
合 計 39(39.4%) 60(60.6%) 99(100.0%)
（⚒）関係機関等との連携について
① 職員が感じている印象について
児童虐待対応に関する関係機関との連携に対する
職員の印象としては、表-8のとおり市町村窓口から
小学校までを含めて「うまくいっている」と回答し
た者が54人（9.5％）、「まあまあうまくいっている」
が427人（74.8％）で、合わせて⚘割以上の者が特
に連携について問題があるとは考えていないようで
あった。
機関別にみると「うまくいっている」「まあまあ
うまくいっている」は、市町村窓口で84.4％、公立
幼稚園で87.6％、私立幼稚園で67.4％、公立保育所
で93.1％、私立保育所で81.6％、小学校で90.1％と
なっており、公立保育所、小学校で⚙割を超えてい
る。
なお、柏木ら（2016）の研究では、「子どもの問
題に対する学校の体制をどの程度信頼しています
か」という問いに対して「とても信頼している」「ま
あまあ信頼している」と合わせて83.4％の回答が得
られたとしている。
一方、「あまりうまくいっていない」と回答した
者は84人（14.7％）、「まったくうまくいっていない」
が⚖人（1.1％）で、合わせて16％近くの者が連携
について問題があると考えている。
特に私立幼稚園との関係で「まったくうまくいっ
ていない」と回答した者が⚔人（4.5％）存在し、「あ
まりうまくいっていない」と回答した者と合わせて
⚓割以上の職員が連携について困っている印象であ
る。また、私立保育所との関係でも⚒割近くの職員
が困っているという結果となった。
「あまりうまくいっていない」「まったくうまく
いっていない」と回答した者にその理由を尋ねたと
ころ、表-9のとおり「具体的な対応については二の
足を踏むことがある」と回答した者が54人（42.2％）
【60.0％】、次いで「情報共有について積極的でない」
が35人（27.3％）【38.9％】となっている。
関係機関別でみると「具体的な対応については二
の足を踏むことがある」は、公立保育所が55.6％
【83.3％】、小学校が54.5％【60.0％】、市町村窓口
が44.4％【70.6％】、公立幼稚園が42.1％【66.7％】
と公立関係のところが多かった。
また、「情報共有について積極的でない」は、私
立保育所で47.6％【62.5％】、私立幼稚園で39.0％
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表-8 職員が感じている関係機関との連携に対する印象
区 分 うまくいっている
まあまあうまくいっ
ている
あまりうまくいって
いない
まったくうまく
いっていない
合 計
市町村 16(14.7) 76(69.7) 17(15.6) 0(0.0) 109(100.0)
公立幼稚園 6(6.2) 79(81.4) 11(11.3) 1(1.0) 97(100.0)
私立幼稚園 3(3.4) 57(64.0) 25(28.1) 4(4.5) 89(100.0)
公立保育所 12(13.6) 70(79.5) 6(6.8) 0(0.0) 88(100.0)
私立保育所 3(3.4) 68(78.2) 15(17.2) 1(1.1) 87(100.0)
小学校 14(13.9) 77(76.2) 10(9.9) 0(0.0) 101(100.0)
合 計 54(9.5) 427(74.8) 84(14.7) 6(1.1) 571(100.0)
注：四捨五入の関係で合計が100％にならない。
【55.2％】と、私立関係のところが多かった。
なお、「その他」の主な意見としては、市町村と
の関係では「市の意見を押し通そうとする」「職員
によって対応にバラつきがある」「一時保護するよ
う要求する」などとなっている。公立幼稚園では
「直接連絡すると相手側が構えてしまう感じがする」
「園長等責任者不在→担当教諭が回答しない」など
で、私立幼稚園では「園独自の考えが色濃く、園に
よっての差が大きい」「通告しようとせず、親との
トラブルを避けようとすることがある」など、小学
校では「一時保護はしないでほしいが、保護者には
指導に向き合わせるようにしてほしい等、学校の立
場からの要望が多い」などとなっている。
児童福祉司等の直接ケースワークに携わっている
職員の関係機関との連携に対する印象としては、表
-10のとおりであった。つまり、市町村の窓口とは
83.6％、公立幼稚園とは82.8％、私立幼稚園とは
66.7％、公立保育所とは94.1％、私立保育所とは
82.0％、小学校とは87.3％の人が「うまくいってい
る」「まあまあうまくいっている」と考えており、
職員全体とほぼ同様の傾向となっている。
② 職員の性別による関係機関との印象について
職員が感じている印象について、「うまくいって
いる」「まあまあうまくいっている」を「うまくいっ
ている」とし、「あまりうまくいっていない」「まっ
たくうまくいってない」を「うまくいっていない」
とした⚒つの区分に分けて比較したところ、表
-11～16のとおり、市町村との関係では、「うまく
いっている」と回答した者は、男性が31人(31.3％)、
女性が53人（53.5％）であり、有意差（P<0.01）
が認められ、市町村との連携について「うまくいっ
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表-9 「あまり、まったくうまくいっていない」と回答した理由（複数回答）
区 分
情報共有に積極的で
ない
具体的な対応に
二の足を踏む
かかわってほしく
ないという態度
その他 合 計 回答人数
市町村
4(14.8)
【23.5】
12(44.4)
【70.6】
1(3.7)
【5.9】
10(37.0)
【58.8】
27(100.0)
17
【100.0】
公立幼稚園
4(21.1)
【33.3】
8(42.1)
【66.7】
4(21.1)
【33.3】
3(15.8)
【25.0】
19(100.0)
12
【100.0】
私立幼稚園
16(39.0)
【55.2】
15(36.6)
【51.7】
5(12.2)
【17.2】
5(12.2)
【17.2】
41(100.0)
29
【100.0】
公立保育所
1(11.1)
【16.7】
5(55.6)
【83.3】
2(22.2)
【33.3】
1(11.1)
【16.7】
9(100.0)
6
【100.0】
私立保育所
10(47.6)
【62.5】
8(38.1)
【50.0】
1(4.8)
【6.3】
2(9.5)
【12.5】
21(100.0)
16
【100.0】
小学校
0(0.0)
【0.0】
6(54.5)
【60.0】
2(18.2)
【20.0】
3(27.3)
【30.0】
11(100.0)
10
【100.0】
計
35(27.3)
【38.9】
54(42.2)
【60.0】
15(11.7)
【16.7】
24(18.8)
【26.7】 128(100.0)
90
【100.0】
注⚑：（ ）は合計に対する％の割合
注⚒：【 】は回答人数に対する％の割合
注⚓：四捨五入の関係で合計が100％にならない。
表-10 児童福祉司等の職員が感じている関係機関との連携に対する印象
区 分 うまくいっている
まあまあうまくいっ
ている
あまりうまくいって
いない
まったくうまくいっ
ていない
合 計
市町村 11(16.4) 45(67.2) 11(16.4) 0(0.0) 67(100.0)
公立幼稚園 4(6.9) 44(75.9) 9(15.5) 1(1.7) 58(100.0)
私立幼稚園 2(3.7) 34(63.0) 16(29.6) 2(3.7) 54(100.0)
公立保育所 7(13.7) 41(80.4) 3(5.9) 0(0.0) 51(100.0)
私立保育所 1(2.0) 40(80.0) 8(16.0) 1(2.0) 50(100.0)
小学校 6(9.5) 49(77.8) 8(12.7) 0(0.0) 63(100.0)
合 計 31(9.0) 253(73.8) 55(16.0) 4(1.2) 343(100.0)
注：四捨五入の関係で合計が100％にならない。
ている」と思っている者は、女性職員に多いことが
分かった。
公立幼稚園との関係では、「うまくいっている」
と回答した者は、男性が32人（36.4％）、女性が45
人（51.1％）、私立幼稚園との関係では、「うまく
い っ て い る」と 回 答 し た 者 は、男 性 が 24 人
（29.3％）、女性が31人（37.8％）となっている。
公立保育所との関係では、「うまくいっている」
と回答した者は、男性が32人（39.5％）、女性が45
人（55.6％）、「うまくいっていない」と思う者は、
女性職員が⚐人で有意差（P <0.05）が認められ、
「うまくいっている」と思っている者は、女性職員
に多いことが分かった。私立保育所との関係では、
「うまくいっている」と回答した者は、男性が30人
（37.5％）、女性が37人（46.3％）となっている。
小学校との関係では、「うまくいっている」と回
答した者は、男性が32人（34.4％）、女性が51人
（54.8％）となっている。
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表-11 性別＊うまくいっている・うまくいっていない（市町村）区切り
区 分 うまくいっている うまくいっていない 合 計
男 性 31(31.3%) 11(11.1%) 42(42.4%)
女 性 53(53.5%) 4(4.0%) 57(57.6%)
合 計 84(84.8%) 15(15.2%) 99(100.0%)
P <0.01
表-12 性別＊うまくいっている・うまくいっていない（公立幼稚園）区切り
区 分 うまくいっている うまくいっていない 合 計
男 性 32(36.4%) 7(8.0%) 39(44.3%)
女 性 45(51.1%) 4(4.5%) 49(55.7%)
合 計 77(87.5%) 11(12.5%) 88(100.0%)
表-13 性別＊うまくいっている・うまくいっていない（私立幼稚園）区切り
区 分 うまくいっている うまくいっていない 合 計
男 性 24(29.3%) 13(15.9%) 37(45.1%)
女 性 31(37.8%) 14(17.1%) 45(54.9%)
合 計 55(67.1%) 27(32.9%) 82(100.0%)
表-14 性別＊うまくいっている・うまくいっていない（公立保育所）区切り
区 分 うまくいっている うまくいっていない 合 計
男 性 32(39.5%) 4(4.9%) 36(44.4%)
女 性 45(55.6%) 0(0.0%) 45(55.6%)
合 計 77(95.1%) 4(4.9%) 81(100.0%)
P<0.05
表-15 性別＊うまくいっている・うまくいっていない（私立保育所）区切り
区 分 うまくいっている うまくいっていない 合 計
男 性 30(37.5%) 4(5.0%) 34(42.5%)
女 性 37(46.3%) 9(11.3%) 46(57.5%)
合 計 67(83.8%) 13(6.3%) 80(100.0%)
表-16 性別＊うまくいっている・うまくいっていない（小学校）区切り
区 分 うまくいっている うまくいっていない 合 計
男 性 32(34.4%) 7(7.5%) 39(41.9%)
女 性 51(54.8%) 3(3.2%) 54(58.1%)
合 計 83(89.2%) 10(10.8%) 93(100.0%)
③ 職員の勤続年数別による関係機関との印象につ
いて
先述と同様に、「うまくいっている」「うまくいっ
ていない」の⚒つの区分で勤続年数⚑年⚖か月未満
と⚓年⚖か月未満に区分して比較したところ、表
-17～22のとおり市町村、公立幼稚園、私立幼稚園、
公立保育所、小学校の機関とは⚑年⚖か月以上勤務
している職員の方が「うまくいっている」と思って
いる者の割合が若干多かった。しかし、私立保育所
だけは⚑年⚖か月未満の職員の方が「うまくいって
いる」と思っている者が多いという結果となってい
る。
⚓年⚖か月未満と⚓年⚖か月以上の者を比較して
みると、表-23～27のとおり市町村、私立幼稚園、
公立保育所、私立保育所では、⚓年⚖か月未満の職
員の方が「うまくいっている」と思っている者の割
合が高く、特に私立幼稚園では14.9％、私立保育所
では16.3％それぞれ高かった。また、公立幼稚園と
小学校では、⚓年⚖か月以上の職員の方が、「うま
くいっている」と思っている者の割合が若干高いと
いう結果となっている。
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表-17 うまくいっている・いない別（市町村）＊勤続年数⚑年⚖か月区切り
区 分 ⚑年⚖か月未満 ⚑年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 34(85.0%) 57(86.4%) 91(85.8%)
うまくいっていない 6(15.0%) 9(13.6%) 15(14.2%)
合 計 40(100.0%) 66(100.0%) 106(100.0%)
表-18 うまくいっている・いない別（公立幼稚園）＊勤続年数⚑年⚖か月区切り
区 分 ⚑年⚖か月未満 ⚑年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 29(87.9%) 55(88.7%) 84(88.4%)
うまくいっていない 4(12.1%) 7(11.3%) 11(11.6%)
合 計 33(100.0%) 62(100.0%) 95(100.0%)
表-19 うまくいっている・いない別（私立幼稚園）＊勤続年数⚑年⚖か月区切り
区 分 ⚑年⚖か月未満 ⚑年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 20(66.7%) 40(69.0%) 60(68.2%)
うまくいっていない 10(33.3%) 18(31.0%) 28(31.8%)
合 計 30(100.0%) 58(100.0%) 88(100.0%)
表-20 うまくいっている・いない別（公立保育所）＊勤続年数⚑年⚖か月区切り
区 分 ⚑年⚖か月未満 ⚑年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 28(93.3%) 53(94.6%) 81(94.2%)
うまくいっていない 2(6.7%) 3(5.4%) 5(5.8%)
合 計 30(100.0%) 56(100.0%) 86(100.0%)
表-21 うまくいっている・いない別（私立保育所）＊勤続年数⚑年⚖か月区切り
区 分 ⚑年⚖か月未満 ⚑年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 24(85.7%) 47(82.5%) 71(83.5%)
うまくいっていない 4(14.3%) 10(17.5%) 14(16.5%)
合 計 28(100.0%) 57(100.0%) 85(100.0%)
表-22 うまくいっている・いない別（小学校）＊勤続年数⚑年⚖か月区切り
区 分 ⚑年⚖か月未満 ⚑年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 33(89.2%) 57(91.9%) 90(90.9%)
うまくいっていない 4(10.8%) 5(8.1%) 9(9.1%)
合 計 37(100.0%) 62(100.0%) 99(100.0%)
④ 具体的な連携方法について
関係機関との具体的な連携方法については、表
-29のとおり「必要があればいつでも訪問できるし、
市町村職員（幼稚園側・保育所側・小学校教職員）
からも直接連絡が入る体制となっている」と回答し
た人が296人（41.1％）【51.8％】、「担当課長（園長・
保育所長・校長）などと直接やりとりができる体制
となっている」と回答した者が279人（38.8％）
【48.9％】であり、スムーズな連携が行われている。
しかし、一方で「所長から依頼をしなければ（別
の部署を通さなければ）やりとりができない、ワン
クッションを置かなければ市町村（幼稚園・保育
所・小学校）とやりとりができない体制となってい
る」が66人（9.2％）【11.6％】、「市町村（園・小学
校側）の都合だけで対応させられている」が14人
（1.9％）【2.5％】と合わせて⚑割強の職員が、連携
があまりスムーズでないと感じている。
なお、「その他」の主な意見としては、公立幼稚
園では「市を通すようにしている」「市を通じて連
携している」などがほとんどであった。私立幼稚園
では「市家庭児童相談室を通すようにしている」「市
を経由して聞く」など公立幼稚園と同様に市を通し
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表-23 うまくいっている・うまくいっていない別（市町村)＊勤続年数⚓年⚖か月区切り
区 分 ⚓年⚖か月未満 ⚓年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 68(86.1%) 23(85.2%) 91(85.8%)
うまくいっていない 11(13.9%) 4(14.8%) 15(14.2%)
合 計 79(100.0%) 27(100.0%) 106(100.0%)
表-24 うまくいっている・うまくいっていない別（公立幼稚園)＊勤続年数⚓年⚖か月区切り
区 分 ⚓年⚖か月未満 ⚓年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 61(88.4%) 23(88.5%) 84(88.4%)
うまくいっていない 8(11.6%) 3(11.5%) 11(11.6%)
合 計 69(100.0%) 26(100.0%) 95(100.0%)
表-25 うまくいっている・うまくいっていない別（私立幼稚園)＊勤続年数⚓年⚖か月区切り
区 分 ⚓年⚖か月未満 ⚓年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 45(72.6%) 15(57.7%) 60(68.2%)
うまくいっていない 17(27.4%) 11(42.3%) 28(31.8%)
合 計 62(100.0%) 26(100.0%) 88(100.0%)
表-26 うまくいっている・うまくいっていない別（公立保育所)＊勤続年数⚓年⚖か月区切り
区 分 ⚓年⚖か月未満 ⚓年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 57(95.0%) 24(92.3%) 81(94.2%)
うまくいっていない 3(5.0%) 2(7.7%) 5(5.8%)
合 計 60(100.0%) 26(100.0%) 86(100.0%)
表-27 うまくいっている・うまくいっていない別（私立保育所)＊勤続年数⚓年⚖か月区切り
区 分 ⚓年⚖か月未満 ⚓年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 53(88.3%) 18(72.0%) 71(83.5%)
うまくいっていない 7(11.7%) 7(28.0%) 14(16.5%)
合 計 60(100.0%) 25(100.0%) 85(100.0%)
表-28 うまくいっている・うまくいっていない別（小学校)＊勤続年数⚓年⚖か月区切り
区 分 ⚓年⚖か月未満 ⚓年⚖か月以上 合 計
うまくいっている 65(90.3%) 25(92.6%) 90(90.9%)
うまくいっていない 7(9.7%) 2(7.4%) 9(9.1%)
合 計 72(100.0%) 27(100.0%) 99(100.0%)
てのやりとりが多かった。私立保育所でも「市を通
してのやりとりになっている」など市町村が間に
入っているという回答が多いが、一方で「協力的な
保育所と非協力的な保育所がある」「保育所側の意
向に配慮がいる」との意見も見られた。小学校とで
は「市が間に入って連携している」「責任者（校長）
不在の時回答が得られない」「公立と違い、学校側
の意向に配慮がいる」などの意見であり、具体的な
連携に当たっては、どの機関も市が積極的に関与し
ていることが分かった。
児童福祉司等の直接ケースワークに携わっている
職員の具体的な連携方法は、表-30のとおり「必要
があればいつでも訪問できるし、市町村職員（幼稚
園側・保育所側・小学校教職員）からも直接連絡が
入る体制となっている」と回答した者が157人
（45.8％）、「担当課長（園長・保育所長・校長）な
どと直接やりとりができる体制となっている」と回
答した者が151人（44.0％）と、職員全体と比べて
若干低くなってはいるが、スムーズな連携が行われ
ている。
特に市町村の窓口とは、「必要があればいつでも
訪問できるし、市町村職員からも直接連絡が入る体
制となっている」と回答した者が64人（95.5％）と
高い割合を占めている。しかし、公立幼稚園、私立
幼稚園、公立保育所、私立保育所とでは20～30％程
度であり、職員全体と比較しても10％前後低くなっ
ている。
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表-29 具体的な連携方法（複数回答）
区 分
課長・園長・校長
などと直接やりとり
所長から依頼、
ワンクッション必要
いつでも訪問、
直接連絡が入る体制
市町村・園・小学校
側の都合で対応
その他 合 計 回答人数
市町村
30(22.1)
【27.5】
0(0.0)
【0.0】
101(74.3)
【92.7】
4(2.9)
【3.7】
1(0.7)
【0.9】
136(100.0)
109
【100.0】
公立幼稚園
46(39.0)
【47.4】
19(16.1)
【19.6】
38(32.2)
【39.2】
0(0.0)
【0.0】
15(12.7)
【15.5】
118(100.0)
97
【100.0】
私立幼稚園
36(38.3)
【40.4】
13(13.8)
【14.6】
27(28.7)
【30.3】
3(3.2)
【3.4】
15(16.0)
【16.9】
94(100.0)
89
【100.0】
公立保育所
49(43.8)
【55.7】
17(15.2)
【19.3】
36(32.1)
【40.9】
0(0.0)
【0.0】
10(8.9)
【11.4】
112(100.0)
88
【100.0】
私立保育所
44(40.0)
【50.6】
12(10.9)
【13.8】
35(31.8)
【40.2】
4(3.6)
【4.6】
15(13.6)
【17.2】
110(100.0)
87
【100.0】
小学校
74(49.7)
【73.3】
5(3.4)
【5.0】
59(39.6)
【58.4】
3(2.0)
【3.0】
8(5.4)
【7.9】
149(100.0)
101
【100.0】
合 計
279(38.8)
【48.9】
66(9.2)
【11.6】
296(41.1)
【51.8】
14(1.9)
【2.5】
64(8.9)
【11.2】
719(100.0)
571
【100.0】
注⚑：（ ）は合計に対する％の割合
注⚒：【 】は回答人数に対する％の割合
注⚓：四捨五入の関係で合計が100％にならない。
表-30 児童福祉司等の職員が考えている具体的な連携方法
区 分
課長・園長・校長な
どと直接やりとり
所長から依頼、ワン
クッション必要
いつでも訪問、直接
連絡が入る体制
市町村・園・小学校
側の都合で対応
その他 合 計 回答人数
市町村 11(16.4) 0(0.0) 64(95.5) 2(3.0) 0(0.0) 77(100.0) 67
公立幼稚園 24(41.4) 14(24.1) 16(27.6) 0(0.0) 11(19.0) 65(100.0) 58
私立幼稚園 21(38.9) 10(18.5) 12(22.2) 1(1.9) 9(16.7) 53(100.0) 54
公立保育所 26(51.0) 13(25.5) 15(29.4) 0(0.0) 7(13.7) 61(100.0) 51
私立保育所 24(48.0) 10(20.0) 15(30.0) 2(4.0) 10(20.0) 61(100.0) 50
小学校 45(71.4) 4(6.3) 35(55.6) 2(3.2) 5(7.9) 91(100.0) 63
合 計 151(44.0) 51(14.9) 157(45.8) 7(2.0) 42(12.2) 408(100.0) 343
注⚑：四捨五入の関係で合計が100％にならない。
注⚒：（ ）内は回答人数に対する％の割合
⚕ 考 察
調査の結果、児童虐待の対応に当たっている職員
は、女性が約⚖割で、現在の職場での勤続年数は⚓
年⚖か月未満の比較的経験年数の浅い職員が⚗割
強、年齢は40歳以上の中堅職員が⚖割強という職員
構成となっている。特に勤続年数が⚓年⚖か月以上
の職員は、女性職員の方に多く有意差（P<0.01）
が認められた。
児童虐待にかかわる職員は、経験年数が豊富で保
護者や児童に寄り添った支援を展開できる職員の対
応が望ましいのではないかと考える。今回の調査で
は現在の職場での経験年数を尋ねたものであること
から、勤続年数が⚓年⚖か月未満の職員が⚗割強と
なっている。青栁ら（2017）の調査でも61.8％の職
員が経験年数⚓年未満という調査結果となってい
た。また厚生労働省の「児童相談所関連データ」で
は、2018（平成30）年度の児童福祉司の勤続年数は
⚓年未満が約44％、⚕年以上が約40％、児童心理司
は⚓年未満が約37％、⚕年以上が約49％であった。
この結果を踏まえても、経験年数の浅い職員が児童
虐待対応に従事しているのが現実となっている。
さらに児童虐待にかかわる職員は、24時間365日、
昼夜を問わず虐待対応に当たらなければならず、い
つ電話がかかってくるか、毎日、毎日、緊張した状
態におかれ、精神的にも肉体的にも疲弊している職
員も少なくないため、転勤を希望する職員がいるこ
とも理解できる。
一般的に地方公務員の人事異動の基準は、一般行
政事務⚕年、許認可事務⚓年となっており、調査を
したＡ県でも同様の基準が適用されている。また、
専門職として採用された職員についてもこの基準が
適用されることから、現職場での勤族年数は短く
なってしまう傾向にある。
このため、特に児童相談所に初めて勤務する職員
については、虐待対応のノウハウを含め育成を図る
ことが重要な課題とならざるを得ない。しかし現場
の状況を考えると、ほぼ毎日開催されるであろうと
思われるケース検討会議等を通じて、上手く育成が
図られているものと思われる。
また、我々の調査前の仮説としては「連携につい
て多くの職員が、特に勤続年数の短い職員ほど課題
を抱えているのではないか」と考えていたが、前述
のとおり⚑年⚖か月未満の職員と⚑年⚖か月以上の
職員との比較では「うまくいっている」と「うまく
いっていない」との差はほんのわずかしかない結果
となった。このことを考えてみても、今回調査した
Ａ県では、職員育成が適切に行われているものと思
われる。
次に、職員全体が感じている関係機関との連携に
ついての印象であるが、公立保育所や小学校との関
係では、⚙割以上の職員が「うまくいっている」「ま
あまあうまくいっている」と考えている結果となっ
た。児童福祉司等の直接ケースワークに携わってい
る職員についても公立保育所とは91.4％の者が、小
学校とは87.3％の者が「うまくいっている」「まあ
まあうまくいっている」と考えていることが分かっ
た。また、市町村、公立幼稚園、私立保育所との関
係では、職員全体も児童福祉司等も⚘割以上の職員
が、比較的スムーズにいっていると思っていること
が明らとなった。
しかし私立幼稚園との関係では、「うまくいって
いる」「まあまあうまくいっている」と考えている
のは職員全体で67.4％、児童福祉司等では66.7％で
あり、「まったくうまくいっていない」と回答した
者が職員全体で⚔人（4.5％）、児童福祉司等で⚒人
（3.7％）存在していた。「あまりうまくいっていな
い」と回答した者と合わせると⚓割以上の職員や児
童福祉司等が私立幼稚園との連携に困難な様子を感
じていることがうかがえるものとなった。さらに私
立小学校との関係でも「公立とは違い、学校側の意
向に配慮がいる」との意見が出されている。
公立であれば市との連携がそのまま幼稚園や保育
所にも影響を及ぼしている可能性がある。一方、
「あまり、まったくうまくいっていない」の「その
他」に記載されているように、私立幼稚園では「園
独自の考えが色濃く、園によっての差が大きい」「通
告しようとせず、親とのトラブルを避けようとする
ことがある」など、保育所も含め保護者との関係か
ら園が通告することをためらうケースがあることも
明確になっている。
児童虐待を防止するためには、私立幼稚園や私立
保育所の協力は欠かせない。そこで、住民福祉の向
上を図ることが第一の目的である市町村が中心と
なって、要保護児童対策地域協議会の場を活用した
りしながら、研修会や勉強会を開催し、お互いの立
場を理解し合える関係づくりを絶えず行っていくこ
とが必要であると考える。
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さらに「うまくいっている」「うまくいっていな
い」の⚒つの区分で比較したところ、すべての関係
機関に対して、女性職員は「うまくいっている」と
思っていることが分かった。特に市町村との関係で
は有意差（P<0.01）が認められた。勤続年数の比
較では、私立保育所を除いて⚑年⚖か月以上の者が
「うまくいっている」と思っている。⚓年⚖か月未
満と⚓年⚖か月以上を比較すると、あまり大きな差
はないが、公立幼稚園と小学校を除いて⚓年⚖か月
未満の者が「うまくいっている」と思っていること
が分かった。
これらのことから女性職員や勤続年数⚑年⚖か月
から⚓年⚖か月未満の職員が、関係機関とうまく
いっていると考えていることが判明した。
以上の調査結果からいえることは、児童虐待によ
る死亡をなくし、児童虐待の防止を図るため、加え
て早期発見、早期対応のためにも、関係機関との連
携が大切であると児童相談所職員が考えていること
がわかった。しかし、「所長から依頼しなければや
りとりができない」「相手の都合だけで対応させら
れている」と感じている職員が⚑割強いることが明
確になった。このことを考えると、お互いの立場に
固執するのではなく、子どもの命を守り、子どもの
健全育成を図るために、特に、私立幼稚園や私立保
育所に対して、市町村の協力を得ながら児童虐待対
応への認識をさらに深めてもらうための働きかけが
児童相談所に求められているのではないかと考え
た。さらに、深めてもらうための働きかけには、従
来のやり方だけでなく、歩み寄りやすくなる方法の
検討が必要ではないかと考えるに至った。
おわりに
今回、児童相談所側の意識を調査することができ
た。一方で、小学校、保育所、幼稚園その他の子ど
も家庭福祉、教育等にかかわる機関が、子ども虐待
対応の際にどのような困難性を持っているのか、と
いうことについても追及する必要性を感じるに至っ
た。今後の研究課題である。
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ᶇ ͍ΉΕ͑Ή͚͏ͮͱ͏͵͏ɽ
ᶈ Ή͚ͮͪ͑Ή͚͏ͮͱ͏͵͏ɽ

ʤ̐ʥ৏ى͹࣯໲ͲɼᶇɼᶈͶʕΝͯͪ͜๏Ͷ͕ซ͘͢Ήͤɽͨ͹ཀྵ༟ͺՁͲ͖ͤɼ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄
ͱͶʕΝͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ ༰கԄଈ͗৚ๅڠ༙Ͷͯ͏ͱ੷ۅదͲ͵͏
ᶆ ༰கԄଈͺɼ۫ରదଲԢͶͯ͏ͱͺɼ್͹ଏΝಁ΋͞ͳ͍͗Ζɽ
ᶇ ༰கԄଈ͗ଲԢ͢ͱ͏Ζ͞ͳ͵͹Ͳ͖͖ΚͮͱΆ͚͢͵͏ͳ͏͑Γ͑͵ସౕΝͳΖɽ
ᶈ ͨ͹ଠʤ۫ରదͶ಼༲Νى೘͢ͱ͚ͫ͠͏ʥ
ʤ                                      ʥ

ʤ̑ʥ۫ରద͵࿊ܠ๏๑ͺ࣏͹ʹΗͲ͖ͤɼ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄ͱͶ˕Νͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ Ԅௗ͵ʹͳ௜ંΏΕͳΕ͗Ͳ͘Ζର੏ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶆ พ͹෨ॼΝ௪͠͵͜ΗͻΏΕͳΕ͗Ͳ͘͵͏ɼϭϱέρεϥϱΝ஖͖͵͜Ηͻ༰கԄͳΏΕͳΕ
Ͳ͘͵͏ର੏Ͷ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶇ චགྷ͍͗Ηͻ͏ͯͲ΍๜໲Ͳ͘Ζ͢ɼ༰கԄଈ͖Δ΍௜ં࿊ཙ͗೘Ζର੏ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶈ ༰கԄଈ͹౐߻ͫ͜ͲଲԢͦ͠ΔΗͱ͏Ζɽ
ᶉ ͨ͹ଠʤ۫ରదͶ಼༲Νى೘͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ʤ                                      ʥ
 
ʤ̒ʥ࿊ܠ͗ηϞʖθͶߨ͚ͪΌͶͺՁ͗චགྷͫͳࢧ͏Ή͖ͤɽ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄ͱͶ˕Νͯ͜ͱ͚ͫ
͠͏ɽ
 ᶅ ೖࠔ͖Δ৚ๅڠ༙ΝͤΖͪΌͶ੷ۅదͶ࿊ཙΝखΕ߻͑ɽ
 ᶆ Ձ͖͍Ηͻචͥ๜໲͢ɼʹΞ͵ঘ͠͵͞ͳͲ΍৚ๅި׷ΝͤΖɽ




ᶇ ϋρφϭʖέճ٠Ώؖܐؽؖ͹࿊ܠճ٠౵Ͳ੷ۅదͶ੢Ν͖͜ɼا͹ݡ͓ΖؖܐΝ͚ͯΖɽ
 ᶈ ؽճ͍͗Ηͻ༰கԄΝ๜໲͢ɼ৚ๅި׷ΝͤΖɽ

ʤ̓ʥࢴཱི༰கԄͳ͹࿊ܠͶͯ͏ͱɼ͍͵ͪ͗״ͣͱ͏Ζ͞ͳͺɼ࣏͹͑ͬʹΗͲ͖ͤɼ൬ߺͶҲͯͫ
͜ʕΝͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ 
ᶅ ͑Ή͚͏ͮͱ͏Ζɽ→ʤ̕ʥ΃਒ΞͲ͚ͫ͠͏
ᶆ Ή͍Ή͍͑Ή͚͏ͮͱ͏Ζɽ→ʤ̕ʥ΃਒ΞͲ͚ͫ͠͏
ᶇ ͍ΉΕ͑Ή͚͏ͮͱ͏͵͏ɽ
ᶈ Ή͚ͮͪ͑Ή͚͏ͮͱ͏͵͏ɽ

ʤ̔ʥ৏ى͹࣯໲ͲɼᶇɼᶈͶʕΝͯͪ͜๏Ͷ͕ซ͘͢Ήͤɽͨ͹ཀྵ༟ͺՁͲ͖ͤɼ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄
ͱͶʕΝͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ ༰கԄଈ͗৚ๅڠ༙Ͷͯ͏ͱ੷ۅదͲ͵͏ɽ
ᶆ ༰கԄͺɼ۫ରద͵ଲԢͶͯ͏ͱͺɼ್͹ଏΝಁ΋͞ͳ͍͗Ζɽ
ᶇ ༰கԄଈ͗ଲԢ͢ͱ͏Ζ͞ͳ͵͹Ͳ͖͖ΚͮͱΆ͚͢͵͏ͳ͏͑Γ͑͵ସౕΝͳΖɽ
ᶈ ͨ͹ଠʤ۫ରదͶ಼༲Νى೘͢ͱ͚ͫ͠͏ʥ
ʤ                                      ʥ

ʤ̕ʥ۫ରద͵࿊ܠ๏๑ͺ࣏͹ʹΗͲ͖ͤɼ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄ͱͶ˕Νͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ Ԅௗ͵ʹͳ௜ંΏΕͳΕ͗Ͳ͘Ζର੏ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶆ ॶௗ͖ΔғབΝ͢͵͜ΗͻΏΕͳΕ͗Ͳ͘͵͏ɼϭϱέρεϥϱΝ஖͖͵͜Ηͻ༰கԄͳΏΕͳ
ΕͲ͘͵͏ର੏Ͷ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶇ චགྷ͍͗Ηͻ͏ͯͲ΍๜໲Ͳ͘Ζ͢ɼ༰கԄଈ͖Δ΍௜ં࿊ཙ͗೘Ζର੏ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶈ ༰கԄଈ͹౐߻ͫ͜ͲଲԢͦ͠ΔΗͱ͏Ζɽ
ᶉ ͨ͹ଠʤ۫ରదͶ಼༲Νى೘͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ʤ                                      ʥ
 
ʤ̖ʥ࿊ܠ͗ηϞʖθͶߨ͚ͪΌͶͺՁ͗චགྷͫͳࢧ͏Ή͖ͤɽ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄ͱͶ˕Νͯ͜ͱ͚ͫ
͠͏ɽ
 ᶅ ೖࠔ͖Δ৚ๅڠ༙ΝͤΖͪΌͶ੷ۅదͶ࿊ཙΝखΕ߻͑ɽ
 ᶆ Ձ͖͍Ηͻචͥ๜໲͢ɼʹΞ͵ঘ͠͵͞ͳͲ΍৚ๅި׷ΝͤΖɽ
ᶇ ϋρφϭʖέճ٠Ώؖܐؽؖ͹࿊ܠճ٠౵Ͳ੷ۅదͶ੢Ν͖͜ɼا͹ݡ͓ΖؖܐΝ͚ͯΖɽ
 ᶈ ؽճ͍͗Ηͻ༰கԄΝ๜໲͢ɼ৚ๅި׷ΝͤΖɽ

̑ ฯүॶͳ͹࿊ܠͶͯ͏ͱࢗ͏ΉͤɽฯүॶͶΓͮͱɼҩ͏ͺ͍Ζ͖ͳͺࢧ͏Ήͤ͗ɼ͕͕΋͸״ͣ
ͱ͏Ζ͞ͳͲɼ݃ߑͲͤ͹Ͳ͕౶͓Ծ͠͏ɽ
ʤ̏ʥޮཱིฯүॶͳ͹࿊ܠͶͯ͏ͱɼ͍͵ͪ͗״ͣͱ͏Ζ͞ͳͺɼ࣏͹͑ͬʹΗͲ͖ͤɼ൬ߺͶҲͯͫ




͜ʕΝͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ ͑Ή͚͏ͮͱ͏Ζɽ→ʤ̑ʥ΃਒ΞͲ͚ͫ͠͏
ᶆ Ή͍Ή͍͑Ή͚͏ͮͱ͏Ζɽ→ʤ̑ʥ΃਒ΞͲ͚ͫ͠͏
ᶇ ͍ΉΕ͑Ή͚͏ͮͱ͏͵͏ɽ
ᶈ Ή͚ͮͪ͑Ή͚͏ͮͱ͏͵͏ɽ

ʤ̐ʥ৏ى͹࣯໲ͲɼᶇɼᶈͶʕΝͯͪ͜๏Ͷ͕ซ͘͢Ήͤɽͨ͹ཀྵ༟ͺՁͲ͖ͤɼ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄
ͱͶʕΝͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ ฯүॶଈ͗৚ๅڠ༙Ͷͯ͏ͱ੷ۅదͲ͵͏
ᶆ ฯүॶଈͺɼ۫ରద͵ଲԢͶͯ͏ͱͺɼ್͹ଏΝಁ΋͞ͳ͍͗Ζɽ
ᶇ ฯүॶଈ͗ଲԢ͢ͱ͏Ζ͞ͳ͵͹Ͳ͖͖ΚͮͱΆ͚͢͵͏ͳ͏͑Γ͑͵ସౕΝͳΖɽ
ᶈ ͨ͹ଠʤ۫ରదͶ಼༲Νى೘͢ͱ͚ͫ͠͏ʥ
ʤ                                      ʥ

ʤ̑ʥ۫ରద͵࿊ܠ๏๑ͺ࣏͹ʹΗͲ͖ͤɼ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄ͱͶ˕Νͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ ฯүॶௗ͵ʹͳ௜ંΏΕͳΕ͗Ͳ͘Ζର੏ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶆ พ͹෨ॼΝ௪͠͵͜ΗͻΏΕͳΕ͗Ͳ͘͵͏ɼϭϱέρεϥϱΝ஖͖͵͜ΗͻฯүॶͳΏΕͳΕ
Ͳ͘͵͏ର੏Ͷ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶇ චགྷ͍͗Ηͻ͏ͯͲ΍๜໲Ͳ͘Ζ͢ɼฯүॶଈ͖Δ΍௜ં࿊ཙ͗೘Ζର੏ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶈ ฯүॶଈ͹౐߻ͫ͜ͲଲԢͦ͠ΔΗͱ͏Ζɽ
ᶉ ͨ͹ଠʤ۫ରదͶ಼༲Νى೘͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ʤ                                      ʥ
 
ʤ̒ʥ࿊ܠ͗ηϞʖθͶߨ͚ͪΌͶͺՁ͗චགྷͫͳࢧ͏Ή͖ͤɽ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄ͱͶ˕Νͯ͜ͱ͚ͫ
͠͏ɽ
 ᶅ ೖࠔ͖Δ৚ๅڠ༙ΝͤΖͪΌͶ੷ۅదͶ࿊ཙΝखΕ߻͑ɽ
 ᶆ Ձ͖͍Ηͻචͥ๜໲͢ɼʹΞ͵ঘ͠͵͞ͳͲ΍৚ๅި׷ΝͤΖɽ
ᶇ ϋρφϭʖέճ٠Ώؖܐؽؖ͹࿊ܠճ٠౵Ͳ੷ۅదͶ੢Ν͖͜ɼا͹ݡ͓ΖؖܐΝ͚ͯΖɽ
 ᶈ ؽճ͍͗ΗͻฯүॶΝ๜໲͢ɼ৚ๅި׷ΝͤΖɽ

ʤ̓ʥࢴཱིฯүॶͳ͹࿊ܠͶͯ͏ͱɼ͍͵ͪ͗״ͣͱ͏Ζ͞ͳͺɼ࣏͹͑ͬʹΗͲ͖ͤɼ൬ߺͶҲͯͫ
͜ʕΝͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ 
ᶅ ͑Ή͚͏ͮͱ͏Ζɽ→ʤ̕ʥ΃਒ΞͲ͚ͫ͠͏
ᶆ Ή͍Ή͍͑Ή͚͏ͮͱ͏Ζɽ→ʤ̕ʥ΃਒ΞͲ͚ͫ͠͏
ᶇ ͍ΉΕ͑Ή͚͏ͮͱ͏͵͏ɽ
ᶈ Ή͚ͮͪ͑Ή͚͏ͮͱ͏͵͏ɽ

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



ʤ̔ʥ৏ى͹࣯໲ͲɼᶇɼᶈͶʕΝͯͪ͜๏Ͷ͕ซ͘͢Ήͤɽͨ͹ཀྵ༟ͺՁͲ͖ͤɼ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄
ͱͶʕΝͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ ฯүॶଈ͗৚ๅڠ༙Ͷͯ͏ͱ੷ۅదͲ͵͏
ᶆ ฯүॶଈͺɼ۫ରద͵ԢͶͯ͏ͱͺɼ್͹ଏΝಁ΋͞ͳ͍͗Ζɽ
ᶇ චགྷ͍͗Ηͻ͏ͯͲ΍๜໲Ͳ͘Ζ͢ɼฯүॶଈ͖Δ΍௜ં࿊ཙ͗೘Ζର੏ͳ͵ͮͱ
 ͏Ζɽ
ᶈ ͨ͹ଠʤ۫ରదͶ಼༲Νى೘͢ͱ͚ͫ͠͏ʥ
ʤ                                      ʥ

ʤ̕ʥ۫ରద͵࿊ܠ๏๑ͺ࣏͹ʹΗͲ͖ͤɼ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄ͱͶ˕Νͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ ฯүॶௗ͵ʹͳ௜ંΏΕͳΕ͗Ͳ͘Ζର੏ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶆ ॶௗ͖ΔғབΝ͢͵͜ΗͻΏΕͳΕ͗Ͳ͘͵͏ɼϭϱέρεϥϱΝ஖͖͵͜ΗͻฯүॶͳΏΕͳ
ΕͲ͘͵͏ର੏Ͷ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶇ චགྷ͍͗Ηͻ͏ͯͲ΍๜໲Ͳ͘Ζ͢ɼฯүॶଈ͖Δ΍௜ં࿊ཙ͗೘Ζର੏ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶈ ฯүॶଈ͹౐߻ͫ͜ͲଲԢͦ͠ΔΗͱ͏Ζɽ
ᶉ ͨ͹ଠʤ۫ରదͶ಼༲Νى೘͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ʤ                                      ʥ
 
ʤ̖ʥ࿊ܠ͗ηϞʖθͶߨ͚ͪΌͶͺՁ͗චགྷͫͳࢧ͏Ή͖ͤɽ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄ͱͶ˕Νͯ͜ͱ͚ͫ
͠͏ɽ
 ᶅ ೖࠔ͖Δ৚ๅڠ༙ΝͤΖͪΌͶ੷ۅదͶ࿊ཙΝखΕ߻͑ɽ
 ᶆ Ձ͖͍Ηͻචͥ๜໲͢ɼʹΞ͵ঘ͠͵͞ͳͲ΍৚ๅި׷ΝͤΖɽ
ᶇ ϋρφϭʖέճ٠Ώؖܐؽؖ͹࿊ܠճ٠౵Ͳ੷ۅదͶ੢Ν͖͜ɼا͹ݡ͓ΖؖܐΝ͚ͯΖɽ
 ᶈ ؽճ͍͗ΗͻฯүॶΝ๜໲͢ɼ৚ๅި׷ΝͤΖɽ

̒ ঘָߏͳ͹࿊ܠͶͯ͏ͱ͕ࢗ͏͢ΉͤɽঘָߏͶΓΕɼҩ͏ͺ͍Ζ͖ͳࢧ͏Ήͤ͗ɼ͕͕΋͸״ͣ
ͱ͏Ζ͞ͳͲ݃ߑͲͤ͹Ͳɼ͕౶͓͚ͫ͠͏ɽ
ʤ̏ʥঘָߏͳ͹࿊ܠͶͯ͏ͱɼ͍͵ͪ͗״ͣͱ͏Ζ͞ͳͺ࣏͹͑ͬʹΗͲ͖ͤɼ൬ߺͶҲͯͫ͜ʕΝ
ͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ ͑Ή͚͏ͮͱ͏Ζɽ→ʤ̑ʥ΃਒ΞͲ͚ͫ͠͏
ᶆ Ή͍Ή͍͑Ή͚͏ͮͱ͏Ζɽ→ʤ̑ʥ΃਒ΞͲ͚ͫ͠͏
ᶇ ͍ΉΕ͑Ή͚͏ͮͱ͏͵͏ɽ
ᶈ Ή͚ͮͪ͑Ή͚͏ͮͱ͏͵͏ɽ

ʤ̐ʥ৏ى͹࣯໲ͲɼᶇɼᶈͶ˕Νͯͪ͜๏Ͷ͕ซ͘͢Ήͤɽͨ͹ཀྵ༟ͺՁͲ͖ͤɼ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄
ͱͶʕΝͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ ৚ๅڠ༙Ͷͯ͏ͱ੷ۅదͲ͵͏ɽ




ᶆ ۫ରద͵ଲԢͶͯ͏ͱͺ್͹ଏΝಁ΋͞ͳ͍͗Ζɽ
ᶇ ঘָߏ͗ଲԢ͢ͱ͏Ζ͞ͳ͵͹Ͳ͖͖ΚͮͱΆ͚͢͵͏ͳ͏͑Γ͑͵ସౕΝͳΖɽ
ᶈ ͨ͹ଠʤ۫ରదͶ಼༲Νى೘͢ͱ͚ͫ͠͏ʥ
  ʤ                                     ʥ

ʤ̑ʥ۫ରద͵࿊ܠ๏๑ͺ࣏͹ʹΗͲ͖ͤɼ֚౲ͤΖ൬ߺͤ΄ͱͶ˕Νͯ͜ͱ͚ͫ͠͏ɽ
ᶅ ߏௗ͵ʹͳ௜ંΏΕͳΕ͗Ͳ͘Ζର੏ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶆ ॶௗ͖ΔғབΝ͢͵͜ΗͻΏΕͳΕ͗Ͳ͘͵͏ɼϭϱέρεϥϱΝ஖͖͵͜ΗͻঘָߏͳΏΕͳ
ΕͲ͘͵͏ର੏Ͷ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶇ චགྷ͍͗Ηͻ͏ͯͲ΍๜໲Ͳ͘Ζ͢ɼঘָߏگ৮ҽ͖Δ΍௜ં࿊ཙ͗೘Ζର੏ͳ͵ͮͱ͏Ζɽ
ᶈ ঘָߏଈ͹౐߻ͫ͜ͲଲԢͦ͠ΔΗͱ͏Ζɽ
ᶉ ͨ͹ଠʤ۫ରదͶ಼༲Νى೘͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ
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